
2023年  6月 30日　作成

≪ご挨拶≫

株式会社進恵技研は創業以来、地域の皆様と共生し環境問題を

第一に考え安全で安心な製品の提供をしてまいりました。社会が進歩する中、

提供をモットーに、社員一丸となって取り組んでまいりました。

安心で安全な製品の提供により、信用と実績を積み重ね、人と人との絆に

感謝し、そして最後まで諦めない精神で日々精進しております。

以下、「環境経営レポート」としての取り組みをまとめましたので、私たちの

取り組みをご高覧の上、ご指導、ご指摘をいただき次の環境活動に生かして

行きたいと存じます。

株式会社進恵技研

代表取締役社長

佐藤倫幸
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環境経営レポート

株式会社 進恵技研

【レポートの対象期間：2022年 5月～2023年 4月】



基本方針

1.    全社員が環境保全に取り組みます。

2.    資源・水・エネルギーの消費の低減に努めます。

　・電力消費量の削減

　・化石燃料の削減

　・水道量の削減

　・廃棄物の抑制

3.   環境に関する法規制、条例、その他の要求事項を遵守します。

4.   環境に配慮した、商品の販売、購入促進に努めます。

5.   環境方針は文書化し、全従業員及び当社のために働くすべての人に周知徹底します。

制定日　　2017年10月 1日
改定日　　2017年12月1日

株式会社進恵技研
代表取締役社長

佐藤倫幸

２・環境活動の継続的推進は環境目標・計画の査定を実施するとともに、必要に応じた見直しを行ないます。

3・事業活動は環境に関わる法律及び規制、その他の公的基準を遵守します。

4・環境方針は、全社員に周知させ、環境教育として衛生・環境会議にて意識向上を図ります。

5・環境管理に関する情報は、社内外に公表し地域社会とコミュニケーションを図ります。

基本理念
私たちはかけがえのない地球を守る事が、重要課題のひとつと認識し、
地球環境に配慮した事業活動に努めます。

環境方針

1・金型の設計・製作の領域において、技術・経済的な事情を考慮の上、環境影響低減の実現に努めます。

①二酸化炭素排出量削減の為、使用電力・使用化石燃料・廃棄物の単純償却削減に努めます。

③限りある水は使用量削減の為、節水に努めます。

②事業活動で発生する廃棄物は、発生の抑制と再使用の向上に努めます。



1．　事業所及び代表者名

株式会社　進恵技研

代表取締役社長　佐藤倫幸

2．所在地

本社工場 　〒326-0833　栃木県足利市藤本町262

群馬工場 　〒370-0615　群馬県邑楽郡邑楽町篠塚3502

3．環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

代表責任者　　　：　代表取締役社長　　佐藤倫幸

環境管理責任者　：　営業管理部長　　　小林　弘一  

事務局　　　　　：　総務部長　　　　　栗原大樹

TEL　：　0284-73-2135

FAX　：　0284-73-2136

4．対象範囲

株式会社進恵技研　　全組織・全活動

5．事業の内容

自動車部品金型の設計製造

6．事業規模

単位

百万円

人

㎡
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従業員数

延べ面積 28,400

114

２．事業活動の規模

活動規模

売上高

2022年度

2,404



６．エコアクション２１　推進組織図 承認 作成

局長　栗原　大樹

最高責任者 【代表取締役　佐藤　倫幸】

①環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。該当責任者

　には、現在の責務に関わりなく、兼任で責任と権限を明示する。

②エコアクション21の構築・運用･維持に必要な経営諸資源（人材・

　資金・機器・設備・技術・技能を含む）を準備する。

③環境方針を制定する。

④エコアクション21の構築･運用に関する情報を収集し、環境方針・

　環境目標をはじめシステム全体の見直しを行い、必要に応じ改訂

　を指示する。

⑤当社における課題とチャンスを明確にする。

環境管理責任者 【小林　弘一】

①エコアクション21に関する経営諸資源の合理的･効果的な運用を

　図り、目的を達成するために環境委員会を運営する。

②エコアクション21の構築と運用を円滑に行い、最高責任者による

　見直しのための情報として、構築･運用に関する情報を最高責任者

　に提供する。

事務局 【栗原　大樹】

①事務局として、環境管理責任者を補佐し、エコアクション21に

　関する実務全般を所管する。

環境衛生会議 最高責任者･環境管理責任者･事務局･部門長で構成し、月1回環境管理

責任者が召集する。環境目標の設定、環境活動計画の策定及び進捗

管理について協議する。環境管理責任者が必要と認めた者は出席する

ことができる。

安全衛生委員会

職名 役割

佐藤 小林

【最高責任者】
代表取締役社長
佐藤　倫幸

【環境管理責任者】
小林　弘一

【環境/衛生会議】
（月１回開催）

【事務局】

遠藤　哲　　
大関　友弘　

総務部 営業管理部 設計・解析部 製造管理部



当社に於ける2016/5/1～2017/4/30の環境負荷実績を把握し、

2022年～2024年迄の目標を下記の通り定め活動を開始しました。

1．環境目標とその実績
＊購入電力の排出係数は、0.441kg-CO2を使用しています。

＊2022年の実績は、2022年5月～2023年4月の12ヶ月のデータです。

2016年 2023年 2024年

実績 目標 目標値 実績 目標 目標

※PRTR法に該当する化学物質は、使用していない

2.主な環境負荷実績
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②一般廃棄物排出量(t) 10.295 10.709

③水資源投入量( ) 1,832 2,098

988,320 984,479

２０１６
年に対し
40％減

6件／月 7件／月 30％減

2021年 2022年

①二酸化炭素排出量(kg-CO2)

本業に関する
目標

不具合戻り作業
の削減

10件/月

環境への負荷

2016年実績
対比3％減

2016年実績
対比3％減

2016年
に対し
40％減

2016年
に対し
40％減

③売上高100万円
当たりの水資源
投入量の削減

( )

0.916
2016年実
績対比3％

減
0.889 0.873

基準値に
対して
4.7％減
少した

2016年実績
対比3％減

2016年実績
対比3％減

②売上高100万円
当たりの
一般廃棄物
排出量の削減
(kg/百万円)

4.499
2016年実
績対比3％

減
4.364 4.455

基準値に
対して
1％減少
した

2016年実績
対比3％減

2016年実績
対比3％減

①売上高100万円
当たりの二酸化
炭素排出量の削
減(kg-CO2/百万

円)

364.92
2016年実
績対比3％

減
353.97 409.50

基準値に
対して

12.2％増
加した

４．環境目標とその実績

環境目標

基準値 今年度目標 中長期目標

2022年



＊2022年5月～2023年4月の12ヶ月の活動の取組み評価。

1．二酸化炭素排出量の削減

①照明・PC不要時のOFFの推進

②節電表示の掲示

③電力・ガソリン・軽油使用量の集計

④エコドライブ推進

⑤社用車の点検・整備

⑥目標達成状況・活動進捗状況確認

2．廃棄物排出量の削減

①分別ルールの徹底

②廃棄物置場の整備

③廃棄物排出量の集計

④裏紙使用ルールの徹底

⑤目標達成状況・活動進捗状況確認

3．水資源投入量の削減

①毎月のメータの確認(漏水防止)

②節水表示(手洗い場・トイレ)

③社用車洗車時の節水

④トイレの節水

⑤目標達成状況・活動進捗状況確認

4．本業に関する目標

５．環境活動計画の取組みと評価

環境活動計画 環境活動計画の取組結果とその評価

次年度継続推進する。

社内作業の効率を考えた空調管理を実施する。
ＯＮ・ＯＦＦのメリハリをつけること。
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次年度の取組内容

次年度の取組内容

次年度の取組内容

廃棄物の分別を実施しているが、必要なものを
必要なだけ購入し、ムダ無く使用すること。

次年度継続推進する。

戻り作業（失敗対処）の低減

①確認作業の教育実施

月次確認を継続的に行ない、漏水のチェックを行うこと。

次年度継続推進する。

次年度の取組内容

次年度継続推進する。

各部署別の勉強会を通じて、失敗事例の展開をして、
今後に生かす活動を推進していくこと。

②発生源追究と対策



1．当社に適用となる主な環境関連法規

2．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

環境関連法規への違反はありませんでした。

尚、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。
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6．環境関連法規制の遵守

遵守事項 遵守状況

廃棄物処理法
委託基準（契約書・許可証）、
マニフェスト交付・保存及び
交付状況報告

遵法

法規制等の名称

フロン排出抑制法

工場の増設や設備の導入による、CO2排出量の増加が見込まれたが、
逆に前年よりも若干ではあるが排出量が減少できた事を評価したい。

これからも毎年継続して減少させていくことが重要である。

活動の成果は単に数値だけではなく、活動を持続する事や環境に
対する社員の個人意識向上が重要である。

環境改善は持続と継続＋改善＋習慣化です。
数値的根拠は、結果（＝数字）も意識した活動にする事。

四半期に1回簡易点検
（3年に1回定期点検）

遵守

7．代表者による全体の評価と見直し

栃木県生活環境の保全等に
関する条例

特定施設の設置の届け出 遵法

浄化槽法
定期点検の実施
水質検査の実施

遵法


